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第２部　関東食料・農業・農村の動向
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第Ⅲ章 農村の活性化、都市と農村の共生・対流の促進

第
２
部
第
Ⅲ
章

（２）食品産業・農業等によるネットワークの形成

農業・食品産業・関連産業その他異業種を含めた連携を推進

ア 食料産業クラスターによる地域ブランド食品の開発の取組

「食料・農業・農村計画 （17」

年３月閣議決定）では 「地域の、

食材、人材、技術その他の資源を

効果的に結びつけ、地域に密着し

た食品産業の振興を図るため、農

業・食品産業・関連産業その他の

異業種も含めた連携の構築（食料

産業クラスターの形成）を推進す

る 」としている。関東農政局管。

内では、食料産業クラスターの形

成により、これまでに42件の商品

開発が進められ、19年以降は、開

発された商品の販路拡大にも取り

組まれている。

関東農政局では、この取組を推

進する拠点として17年６月に「関

東食料産業・先端技術クラスター

連絡協議会」を、都県段階に19年

６月までに「食料産業クラスター

協議会」を組織化し、産官学の関

係者によるネットワークを構築

し、加工適性に優れた品種や新た

な加工技術の開発・導入をはじ

め、食品の新商品開発・販路の開

（ ）。拓等に向けての情報交換 技術課題の検討や共同研究などを推進している。、 図Ⅲ-３-１

イ 食料産業クラスターの形成促進に向けた取組

関東農政局では、同連絡協議会と連携して、食品分野における技術開発のための助成

・資金制度等を食品関係事業者等に紹介するとともに、管内の食料産業クラスターの形

保護に資する各種セミナー・展示会等を開催した。成促進や知的財産の

年10月に開催した「フード・テクノフェアinつくば2008」では、管内における「食20

料産業クラスター展開（推進）事業」の取組を紹介するとともに、新技術や研究成果の

移転を促進するための技術展示を行った。21年３月に開催した「地域ブランドフォーラ

ム2009」では、地域ブランド化された食品の先進的な取組事例の紹介と併せ、パネルデ

ィスカッションと意見交換を行った。

［茨城県］
【２０年度商品開発実績】

県産メロンを使用した
『メロン羊かん』、『メロン大福』
等

［長野県］
【２０年度開発実績】
①県産ヤーコンを利用した

『果肉ペースト（ジャ ム、アイス

向け』、『搾汁液（飲料向け）』、
『漬物』の開発

②県産大豆を利用した
『冷凍高野豆腐』、『ドレッシン

グ』、 統一プランド『信州豆腐』

の開発

【２０年度販路拡大の取組】
①県産小麦を使用した『小麦粉』、
②県産農産物を利用した

『りんごジュース』、『プルーン
エキス』、『漬物』、『ジャム』等

図図ⅢⅢ--３３--１１ 平成平成2020年度地域ブランド食品の開発等の取組年度地域ブランド食品の開発等の取組

［静岡県］
【２０年度販路拡大の取組】
県産茶を利用した

『低カフェイン粉末茶』、
『加工食品』等の開発

［東京都］
【２０年度商品開発実績】
国産大豆と牛乳を使用した

機能性食品
『テンペあんどミルク』の開発

［栃木県］

【２０年度商品開発実績】
①県産規格外トマトを利用した

『カレーソース』 の開発

②県産キュウリを利用した
『減塩漬物』の開発

【２０年度販路拡大の取組】

県産小麦を使用した

『珠泉拉麺』、『そうめん』等
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